第１６回教育委員会（定）
開会日時　　平成２４年　　９月　１４日（金）　　　午前　１０時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　１１時３５分
開会場所　　教育委員会室

出席者
　　委員　　別　府　明　雄

　　委員　　今　井　英　彦
　　委　　　　　員　　谷　田　　　泰
　　委員　　本　山　千惠子

　　委員　　北　川　容　子

出席事務局職員

　　事務局次長　　寺西幸雄　　　　庶務課長　　小　池　喜美子

　　学務課長　　森下真博　　　　生涯学習課長　　中島　実
　　指導室長　　矢部　崇　　　　新しい学校づくり担当課長　　田中光輝
　　学校地域連携担当課長　　大澤宣仁　　　　中央図書館長　　代田　治
署名委員
　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午前　１０時００分　開会

委員長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２４年第１６回教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、寺西次長、小池庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、矢部指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、代田中央図書館長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により北川委員にお願いいたします。

　本日の委員会は２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。
○議事
日程第一　議案第１７号　意見の聴取について
　　　　１．平成２４年度東京都板橋区一般会計補正予算（第１号）
（庶務課）
　　　　２．東京都板橋区立学校設備使用条例の一部を改正する条例
（学校地域連携担当課）
　　　　３．東京都板橋区立榛名林間学園条例の一部を改正する条例
（生涯学習課）
　　　　４．東京都板橋区立教育科学館条例の一部を改正する条例
（生涯学習課）

　　　　５．東京都板橋区立社会教育会館条例の一部を改正する条例
（生涯学習課）

委員長　　日程第一　議案第１７号「意見の聴取について」、案件が５件ございます。
　まず、案件１「平成２４年度東京都板橋区一般会計補正予算（第１号）」については、庶務課長から説明してください。
　その後に、案件２「東京都板橋区立学校設備使用条例の一部を改正する条例」について学校地域連携担当課長から、案件３から５までを生涯学習課長より説明してください。
　では、案件１について、庶務課長から説明願います。

庶務課長　　それでは、平成２４年度東京都板橋区一般会計補正予算（第１号）ということでご説明させていただきたいと思います。

　お手元の資料「議案書」を１枚めくっていただきまして、定例会にかけます「議案第４７号」と右肩に書いてあるものをご覧いただきたいと思います。

　こちらが平成２４年度東京都板橋区一般会計補正予算（第１号）というものでございます。

　補正の内容でございますけれども、ここに記載のとおり、第１条といたしまして、歳入歳出予算の総額、歳入歳出それぞれ１２億２，２００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，８２７億５，２００万円とする。

　歳入歳出予算の補正の款、項の区分、及び当該区分ごとの金額及び補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるということでございます。
　おめくりいただきまして、内容が書いてございますけれども、まず、歳入の方です。こちらは款のところに「国庫支出金」「都支出金」というふうに書いてございます。けれども、都支出金の項目２都補助金の１，６３２万６，０００円というのが教育費にかかわってくるものの歳入でございます。

　ページをおめくりいただきまして、歳出の方になります。
　款といたしまして８教育費。項４幼稚園費ということで、こちらの補正額、真ん中のところになってございますけれども、２，４５６万１，０００円ということでございます。

　おめくりいただきまして、款、教育費の中の項目５社会教育費でございますけれども、補正額が３００万円ということでございます。

　４の幼稚園費の方からご説明をさせていただきます。
　幼稚園費、今申し上げました補正額２，４５６万１，０００円につきましては、平成２４年度の国の幼稚園就園奨励費が改定されまして、国庫補助金が減額されることによりまして、都と区がその減額分を補てんするための補正、増額ということでございます。

　割合といたしましては、都は３分の２、区が３分の１という形になってございます。都の３分の２というのが、先ほど申し上げました都補助金の中の金額でございます。

　おめくりいただきまして、「２２」というふうに手書きで書いてあるところをご覧いただきたいと思います。

　こちらは詳細になっておりますけれども、先ほど申し上げました都の補助金が、教育費補助金ということで１，６３２万６，０００円、収入として区に入ってまいります。

　めくっていただきまして、「４２」と書いてあるところでございます。

　こちらが、区の歳出でございますけれども、幼稚園振興費ということで、科目になりますと負担金補助及び交付金ですけれども、２，４５６万１，０００円ということでございます。その内訳が細かく４３ページに書いてございます。

　理由といたしましては、私立幼稚園等の振興に要する経費を計上するということで、私立幼稚園等園児保護者負担軽減費ということで、こちらの事業のための支出ということになってございます。

　また、４４ページの方に、先ほど申し上げました社会教育施設費ということで３００万円の増額をお願いしてございます。

　こちらにつきましては、過日、旧板橋第三小学校の方で受電設備に漏電がありまして、停電を引き起こしたという事故がございました。それに基づきまして、緊急で調査をいたしましたところ、定期検針のときに推奨を受けた建物がございます。

　図書館、４５ページをめくっていただきますとこちらに詳細が書いてございますけれども、図書館の維持管理に要する経費を計上ということで、高圧負荷開閉器設置工事ということで、小茂根図書館、高島平図書館の２館をこの受電設備の交換ということで補正を組ませていただいたということでございます。
　補正の説明については、以上になります。

　それから、委員長、続けて、他の条例のことについて少しまとめた形で説明させていただいてよろしいでしょうか。

委員長　　はい。

庶務課長　　こちらの方は、４本がございますけれども、こちらは、使用料の条例の改正でございます。こちらの使用料についても、区の流れといたしましてご説明の方をさせていただきたいと思います。
　使用料、手数料につきましては、行政サービスの受益者負担における住民双方の負担の公平及び適正を図るために、板橋区といたしまして、原則として４年ごとに見直しを行ってございます。

　前回は平成２１年度の改定に向けて平成２０年度に見直しをということで検討いたしましたけれども、当時の財政状況等、リーマンショックの影響等々がございましたので、改定そのものを見送ってございます。
　その意味で、今回は８年たった改定になるわけですけれども、今回につきましては状況を勘案いたしまして、改定を図ることといたしました。

　基本的な方針といたしましては、原価を割り出しまして、原価割合から改定率を規定いたしまして改定するものでございます。詳細につきましては、各所管課長の方からお願いしたいと思います。

学校地域連携担当課長　　それでは、議案でございますが、東京都板橋区立学校設備使用条例の一部を改正する条例について、ご説明いたします。

　資料は、こちら、手書きの「６３」というページをご覧ください。
　改正の内容でございますが、東京都板橋区立学校設備使用条例第５条に関する別表に規定する施設の利用料の額、体育館、教室、柔剣道場、校庭、クラブハウス、地域開放教室、校庭照明設備につきまして、記載のとおりに使用量の額を改めるものでございます。いずれも１０円のアップとなってございます。
　この改定額につきましては、先ほど庶務課長から説明がございましたが、今回の見直しに当たっての統一的な算定方法、現行料金の原価に占める割合に応じて改定率を定めまして、現行額に改定率を乗じて算出した金額となってございます。
　なお、附則におきまして、平成２５年１月１日から施行するというものでございます。

　簡単でございますが、説明は以上でございます。

生涯学習課長　　それでは、次に、６５ページの板橋区立榛名林間学園条例の一部を改正する条例でございます。

　榛名林間学園の利用料金の大人５４０円を８００円に、子供２７０円を４００円に改めるというものでございます。
　附則で、条例の施行日を平成２５年１月１日からとしておりますが、これは平成２５年４月１日以後の利用に係る利用料について適用するため、３カ月前倒しするものでございます。団体の利用が受け付け開始日の３カ月前ということになっておりますので、そのための措置ということでお考えいただければというふうに思います。

　続きまして、６７ページです。板橋区立教育科学館条例の一部を改正する条例でございます。
　こちらは、プラネタリウムの利用料金の上限額を大人５００円から５５０円に、団体の大人料金３００円を３５０円に、子供料金１５０円を１７０円に、団体の子供料金を１００円から１２０円に改定するものでございます。

　なお、「観覧料」というのは直営のときに使用していたもので、今は指定管理になりましたので、「利用料金」という形でやっております。指定管理制度に伴いまして上限額の改定を行いまして、今後、指定管理者との協議を行いまして、改定料金が設定される予定になっております。

　続きまして、６９ページをご覧ください。

　板橋区立社会教育会館条例の一部を改正する条例です。

　２つの社会教育会館の使用料は、別表１が大原社会教育会館、別表２が、めくっていただきまして７０ページの方が成増社会教育会館の改定一覧表でございます。こちらも、施設の利用の２カ月前の１日から予約受け付けが行われる関係で、施行日につきましては平成２５年１月１日からとしております。

　ご説明の方は以上でございます。

委員長　　それでは、ただいまの一般会計補正予算、並びに設備使用条例の改正等について、質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

今井委員　　大枠の質問だけ。ざっくり言うと、約２０億円繰越金が増えて、１０億円繰り入れを思いとどまったか、返したかして、税収増は１億円ちょっとという図式ですよね。

　繰越金を繰り入れるというのは、執行しなかったとか、我慢したとか、そんなようなことですか、昨年の予算に関して。
次　　　長　　平成２３年度予算として予算を確保しておりまして、最終的にそこまで支出ができるわけですけれども、実際には契約をする段階ですとか、実績がそこまでいかなかったとかというようなことで、補正予算というのも途中で行うのですが、その後もまた経過期間がありますので、その中で、執行残というのが毎年出てまいります。それは、契約差金であったり実績の残であったりという、一部思いとどまったものもございますが、大きく言うとそういう部分でありますので、それについては額が平成２３年度の決算で確定しましたので、今回の補正予算で繰り入れるという形でございます。
今井委員　　よく分かりました。何カ月か前に、国税の方が思ったよりいいみたいな記事があって。でも、地方は翌年に１年間にわたってぱらぱらと増えるぐらいかなと思っていて、ちょっと一瞬、議題を見て、数字を見始めて、「あれっ」と思ったんですけれども、よく分かりました。ありがとうございます。
谷田委員　　価格の改定の件なのですけれども、それぞれアップする金額の割合が違いますよね。原価を色々考えてということですけれども、特に榛名林間学園の場合は多少アップ率が高いなという感じもしますが、その辺の何か理由とかがあれば、ちょっと教えていただけたら。
生涯学習課長　　榛名林間学園の方でございますが、前回、これの見直しの算定のときには、食堂の面積がまず算定されていなかったということがございました。

　それと、あちらの方は県立公園をお借りしていますので、そちらの方の敷地のレンタル料の方についても算定されていませんでしたので、その辺を今回は加えさせていただいたというふうなことで原価率が変わってきたというのが１つあります。

　もう一つは、近隣の同じような社会教育施設の状況を色々調べましたところ、５４０円というのはかなり安くて、最低でございました。

　この辺を、もう１つのうちの施設で、八ヶ岳が１，３００円でございますけれども、そちらの方の料金とちょっと勘案しまして、今回、改定というふうな形で少し大きく上げさせていただいたものでございます。

谷田委員　　要するに、今までの額というのは原価割れというか、原価の計算でちょっと間違っている部分を今回直したということと、あとは色々ほかと比べたときの、ある程度適正な部分ということの２つを兼ねてこのような金額になったということですか。

生涯学習課長　　はい、おっしゃるとおりです。

次　　　長　　あと、補足でよろしいですか。

委員長　　はい。

次　　　長　　施行日なのですけれども、条例上、平成２５年１月１日ということになっておりますが、先ほど説明がございましたように、事前に受け付けをしてしまう施設がございまして、実際には４月１日の分から値上げをするのですけれども、４月１日以前に受け付けてしまった部分については、新しい４月の料金でとらせていただくという形で、例えば２月１日に５月の分の予約をしたとすると、そのときには、今の現行料金ではなくて、値上げ以降の料金をいただくという形に統一をさせていただいておりますので、こういう表記になっておりますが、あくまで適用は４月１日以降という形になります。

　文言上「１月１日施行」となると、１月１日から上がるのかなというふうに思いますが、摘要は４月１日以降の宿泊利用等について上げるということでございます。

委員長　　今回の値上げは、学校設備とか榛名林間学園とか、教育関係の分はここで審議されていますけれども、板橋区の他の施設についても同様に値上げをされるのでしょうか。

次　　　長　　先ほど庶務課長から説明をいたしましたように、区役所全体で４年に１度、使用料、手数料については見直すという考え方がございます。

　その中で、先ほど来ご説明しておりますように、算入すべき原価を求めまして、その原価が現在の使用料と、それを比較いたしまして、どの程度の割合なのかということで、原価の割合が低いものについてはアップ率は高く、原価の割合が限りなく１００％に近いものについては抑えるというような考え方で、区のほかの集会施設ですとか色々な施設全て見直し、今回、条例で改定をするということになっております。
　教育委員会に関するものはこの案件だということでございます。

委員長　　了解でございます。

　図書館の電源設備の改修については別のところから聞いておりまして、よく承知しておりますので、早く改修した方がいいかなというふうには思っております。
庶務課長　　委員長、すみません、今、ちょっと私も言及させていただきましたけれども、旧板橋第三小学校に起因する停電の発生という事故なのでございますけれども、付近の人等々、お家にご迷惑をかけたということなんです。

　７月２７日ですけれども、午前１０時１９分ごろ、板橋区本町一帯、約１，１００世帯ですけれども、停電が発生いたしました。
　その停電の発生の原因を調べましたところ、旧板橋第三小学校の受電設備、キュービクルというふうに言われているものということなんですけれども、中に漏電が確認されたということです。電流が過剰に流れたということらしいのですけれども、そういう形で区民の皆様にご迷惑をかけまして、午前１１時２７分に復旧いたしました。

　この漏電の直接の原因が、やはり、定期検査をしたときに、「推奨」というような形で、交換等をそろそろ考えられたらどうですかというようなコメント等をいただくんですけれども、そういうものの対応がおくれたために起こったのではないかということも考えられますので、早急に今回は調査をさせていただいて、補正を組ませていただいたというのが先ほどの説明につながります。
委員長　　というよりか、設備の内部で漏電等の事故があったときにそれが外部に出ないように防止する装置があるんです。それがついていなかったために中の被害が外まで伸びてしまったということで、停電になったということだそうです。

　ある設備、ちょっと名前が難しいので私もよく覚えていないんですけれども、それをつけると中の事故が外に出ていかないようになるので、自分のところに事故があっても、外には影響を及ぼさないような装置が今ついている学校や図書館があるんですけれども、一部でついていないところがあったということだと思いますので。
庶務課長　　すみません。説明不足で申しわけないです。

委員長　　ほかに質問はございますでしょうか。

（なし）

委員長　　それでは、お諮りいたします。日程第一　議案第１７号「意見の聴取」、案件１から５までについて、区長原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委員長　　では、そのように決定します。

○報告事項

１．文教児童委員会報告（２４．８．２３，２４）
（資料庶－１・庶務課）
委員長　　それでは、報告事項について聴取します。報告１「文教児童委員会報告」について、次長から報告願います。
次長　　それでは、資料「庶－１」をご覧いただきたいと思います。
　８月２３、２４日、２日間にわたりまして文教児童委員会が開催されました。その内容についてご報告をいたします。

　まず、８月２３日は陳情の審査でございました。陳情につきましては、教育委員会関係が、陳情第４０号「給食に含まれる放射性物質の板橋区自主測定を求める陳情」でございます。
　こちらの陳情につきましては、かねてより継続審査となっていたものを、再度、本委員会において審査をしたものでございます。このたび、委員が交代して初めての委員会ということでしたので、少し丁寧な説明と議論がなされました。
　主なやりとりについてお話をさせていただきますと、まず、陳情については、給食の食材につきまして、区で機器を購入またはリースをして、区で測定をして、結果を公表し、それで給食に提供しない等の対策をとるということを求めるような内容でございます。

　こちらにつきましてですが、仮に陳情に沿って実施をする場合の課題ということで、ご質問がございました。

　答弁といたしまして、検査結果は、その日の給食の食材の選択に反映することは、時間的な制約に加えて、選択に反映させるほど多くの食材検査を行っていないため現実的にはかなり難しいのではないかということを申し上げたことに加えて、仮に検査機器を購入した場合でも、購入台数は限られるため、検査対象となる学校、あるいは給食の食数は非常に限られるのではないかということを申し上げております。

　また、検査の機器について、どのぐらいの値段がするのかというご質問がございまして、簡易な検査機器の場合は３００万円、また、高価なものですと２，０００万円というような検査機器が導入されていることをご説明してございます。

　また、そのほかの質問といたしましては、牛乳の検査についての状況についてご質問がございまして、牛乳については、産地のステーションで国基準で検査を実施しておりますが、各工場でも検査をさらに実施して、ホームページでは定期的に月１回程度発表されているという状況でございますということでご答弁させていただいております。
　審議の結果、こちらにつきましては継続審査となってございます。

　続いて、次の日、８月２４日に行われました文教児童委員会でございます。

　教育委員会関係では５件報告事項がございましたが、まず、教育委員会の動きについては、６月７日の第１１回から７月２７日の第１４回教育委員会について報告をしてございます。

　次の報告事項が、元職員等による不法行為に関わる損害賠償請求に関する民事訴訟の和解についてということで、こちらについては、既に教育委員会でご報告した内容と同じ内容を報告してございます。

　こちらでの主なやりとりでございますが、特に和解の内容で、区に当該の職員が持ち込んだ物品について区に所有権があるという形の和解になってございますので、最終的には区の方で売り払い等の処分をしたいということでご報告をしたところ、それについてのやりとりがかなりございました。

　特に情報の漏えい等を危惧されるご意見がある一方、それをさらに進めると、ハードディスク等を取り去るとか、破壊をするとか、そういうことについても研究がなされまして、そうすると、かなり売却するのは難しくなるのではないかと。焼却、破損させるのではなくて、消去するソフトを使ったらどうかというようなことが、色々ご提案がございました。

　また、教育委員会で取り組んだ原因究明と再発防止の取り組みについてお話がございまして、こちらも教育委員会でご報告をしているとおり、工事の契約担当を教育委員会から切り離しまして営繕課にするなど、組織改正を行うほか、現場での確認、立ち会いを担当する役割を明確にするなど対応を行っています。

　また、今回、事件の原因になっております緊急工事につきましても、内容を明確にいたしまして、全てが緊急工事で対応するというようなことがないように、限定をしているところでございます。そういった事務の改善を行ったというようなことをご説明しております。

　加えまして、人事異動基準の厳格な適用、それから契約事務に携わる改善策、それからコンプライアンス研修等を行って再発防止に取り組んでいるというようなことをご報告してございます。

　続きまして、４点目が教員の服務事故についてのご報告をいたしました。

　こちらも教育委員会で既に報告をしている内容でございます。現金の紛失、それから個人情報の紛失、それから体罰の３件でございます。

　主なやりとりにつきましては、答案の紛失事故についてのご質問と現金の紛失事故についてもかなりご議論がございました。現金の紛失事故については、警察への通報の有無等の確認がございました。また、今後の対応として、警察への届け出についての見解などのご質問がなされております。

　教育委員会としては、教育的な配慮から、警察への届け出については慎重に対応する必要があるというふうに考えているということでご答弁をしているところでございます。ただ、事件性のあるものについては、今後、そういうことも精査しながら対応していく必要があるかなというふうに思っております。

　また、小学校での現金の事故については、口座の引き落とし等の対応が必要なのではないかということでお話がございまして、こちらについては、極力、現金では扱わないようにということを指示しておりますが、一部の学校ではまだ現金でやりとりが行われているという現状がございますので、その場合での対策ということで、口座振替を含めて、管理を適切に行うということでご答弁をしてございます。

　あとは、事件があった場合の学校長に対しての今後の対応ということで、どういう指導を行っていくのか、区の考え方をお尋ねするという内容もございました。

　服務事故が発生している状況が見られますので、学校長には校長会等で内容を報告し、注意喚起をするとともに、各学校での取り組みや点検活動を通じてチェックをし、確認していく必要があるのではないかということでお話をさせていただいております。毎月の校長会を通じての校長の指導ということを中心に行っていくというようなことをお話ししてございます。

　続いて、５つ目がいじめ問題への対応についてということで、いじめの問題について今日また後ほど報告がありますが、その辺についての緊急の調査等がございましたので、それについて報告をしたものでございます。

　いじめの対策等について様々なご質問がございましたが、いじめの撲滅ということについては、なかなか難しいのではないかというようなご意見も出ております。

　また、いじめの実態調査を行った上での区の教育委員会の取り組みということでご質問がございまして、大津の事件を受けて、板橋区も調査あるいは対応について取り組んでいるところでございますが、いじめの早期発見と早期対応について、いじめを許さない学校づくりということで、改めて各校での確認を行っているところでございます。
　また、子供たちの聞き取りや保護者への連絡等の取り組みも行っているということをご報告してございます。

　また、学校と学校長の指導の徹底はもちろん、教員の研修も１つではないかということで、研修についても行っていきたいとお答えしました。校長からきちんと伝えられているかどうかも確認をしていく必要があるのではないかということと、やはり学校長のリーダーシップを発揮していただいて、板橋区の教員が真摯にこの問題と向き合える体制をつくっていくということが必要なのではないかということでお答えをしてございます。
　最後に大山小学校の教育環境協議会の協議経過についてということで、こちらについては、前回の教育委員会でもご報告をした内容について区議会の方に報告をしてございます。
　協議会の今までの状況等についてご質問があった後、協議会の意見書としてまとめられた内容と、私どもで発行しました学校案内冊子の表現等についての対応についてご質問がございました。

　学校案内の冊子については既に郵送等を行っているということと、協議会の中でのＡ案、入学者２０人については様々意見があったところでございますが協議会ではＡ案でまとまったというふうに理解しているので、その辺について周知をする必要があったのではないかということでご答弁をしてございます。

　また、これも前回の教育委員会でも議論になってございますが、学校選択制と学校の適正配置についての考え方について整理をする必要があるのではないかというご意見もございました。

　あとは、協議会の委員からの教育委員会とのやりとりのことですとか、協議会の進め方、スケジュールに問題があったのではないかというような様々なご意見をいただいております。
　これについては、一応、前回もご報告をしたとおり、学校選択の結果を見て今後の対応を決めていくということになっておりますので、そのようなご答弁をさせていただいております。

　雑駁ですが、以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　以前、牛乳はなかなか企業側から情報が出ないというお話がありましたけれども、少しは出てくるようになって、変わってきたということですか。

学務課長　　牛乳のメーカーが学校へ供給するための組織として学乳協会というところが定期的に活動はしていますが、そういった意味では全く発表しない状況からは前進はしているのですが、ただ、その発表値が５０ベクレルという牛乳の基準値と同等の数値しか公表しないわけで、要するに、基準の検出の限界値が非常に高い形で公表していますので、完全に入っていないということの証明にならないのではないかということで、より詳しい数値を発表してほしいという要望は出ています。

　我々の方も、５０ベクレルという大きな数値ではなくて、より精度の高い機械で工場で測っているのなら、実際の測定値の詳細な数字を明らかにできないかという要望はしておるところなんですが、なかなかその辺のところはまだ突破できないような状況になっていますけれども。
谷田委員　　少し前進というところですかね。

委員長　　給食に関しては、最近、お米の産地偽装というか、ブランド米を混ぜてくるといったのがニュースにはなっておりますけれども、一番怖いのが産地偽装ではないかと思いますので、その辺のところはしっかりしたところから購入するようにしていただければいいのではないかというふうには思っております。
学務課長　　現在、板橋区の給食においては、お米は地元のお米屋さん、簡単に言うと、地元のお米屋さんの組合から購入しておりますので、近所のお米屋さんが納品してきているわけですから、学校ともつながっている関係でございますので、そういったことがないようには確認はしたいと思っていますけれども、そういった意味では地元の方との信用の中でやっておりますので、ある程度、信頼性の高いものを入れているというふうには考えております。

本山委員　　産地偽装の問題で、私は見逃したのですが、福島県産のお米は全量検査になって、産地偽装されたのも検査されたお米なんですよね、たしか。検査していないお米が産地偽装されて出回ったのではないと。確認していないですけれども、そういうふうに理解していて、それで、福島県のお米を、たとえ業者さんが産地偽装しないで使っても、一応、全量検査されているということだと思います。

委員長　　あとは、パソコン類の処分については、ハードディスクは消去処置をきちんとされるといいと思います。破壊してもいいんですけれども、破壊したことがあるんですけれども、結構大変です、１つ壊すのに。

　あとは、消すソフトを一々購入すると大変なので、業者に任せた方が多分安上がりだと思います。そうすると、一気に何十台もやってもらえますから、お金はかかりますけれども、情報の漏えいという点からはきちんと処理した方がいいと思います。
庶務課長　　そういう点も含めまして、経費をなるべくかけないようにという一方のご要望もありますので、その辺はよく研究させていただきまして、ソフト等も色々見識のある方からアドバイスを受けながら、よりよく、早くやっていきたいということで今は作業は進めております。

今井委員　　手で壊すのですか。

委員長　　ドライバーで全部。普通のドライバーではだめですけれども。

今井委員　　今、ガシャと１秒。ハードディスクに。

委員長　　穴を開けてしまうんですね。

庶務課長　　それはＩＴ推進課の方で持っております。外すと、本体そのものがもっと価値が低くなるというふうに聞いてございますので、聞きかじりなんですけれども、その辺も含めて、作業を最終的にどうしようかというのは詰めているところです。
委員長　　でも、多分、パソコンとしての価値はほとんどないんですよね。
　　よろしいでしょうか。

○報告事項

２．大原社会教育会館におけるエレベーター閉じ込め事故について
（資料生―１・生涯学習課）
委員長　　では、次に、報告２に移ります。「大原社会教育会館におけるエレベーター閉じ込め事故について」、生涯学習課長から報告願います。
生涯学習課長　「生―１」をご覧ください。
　まずは、この件につきましては、ご心配をおかけいたしまして、まことに申しわけございませんでした。
　まず、事故の内容でございます。８月３１日金曜日、午後４時４０分、大原社会教育会館に設置されております１１人乗りのエレベーターが１階から２階の途中で停止して、志村第二小学校の男の子８名が閉じ込められたというものでございます。なお、約１時間後に全員無事に救出されたというものでございます。

　事故の原因でございます。
　まず、エレベーターには、その後、検査をしましたところ、全く問題はあったわけではございませんで、児童がエレベーター内で複数で飛びはねた振動によりまして、調速機が作動したため停止したものでございます。

　事故の対応について記載がありますので、これに基づいてお話をさせていただきます。

　４時４０分に、まずエレベーター内の緊急のボタンを児童が押しまして、それにより受け付け横のインターホンブザーが鳴りまして、事故に気がつきました。

　当時、職員は正規職員１名、非常勤４名、管理の職員が２名いましたので、すぐにエレベーターのところへ行って安否確認を開始しております。その後、インターホン等を使って子供たちとずっとやりとりをしておりまして、無事かどうかというふうな状況も確認しながら作業を続けておりました。
　２分後に、エレベーター業者に連絡をとりまして、私の方には４時５０分に連絡がありました。この件につきましては、危機管理室と連絡の上、１１９番の通報をさせていただいたところでございます。

　なお、エレベーター内の児童と連絡がとれましたので、全児童の氏名、住所、電話を聞き取りまして、保護者に連絡をさせていただきました。

　５時６分に救急車が到着いたしまして、５時半にエレベーター業者が到着しております。これは、私の方も車で大原社会教育会館に向かったんですけれども、当日、非常に中山道が混んでいまして、業者の方もなかなかすぐには行けなかった模様でございます。

　それで、５時４３分に８名を無事救出。１階と２階のところの間から１階の方に救出しまして、１階に児童館がございますので、そこのロビーで救急隊による健康の方の確認をさせていただきました。血圧等も図りまして、全員、全く異常なしというふうなことを聞いてございます。

　最後の引き渡しが６時２５分で、全員が保護者に引き取られました。また、この際に、異常が認められた場合にはすぐ医者の方に通って、その旨、こちらの方に連絡してくださいというふうな話をさせていただいております。なお、当日、報道機関にも発表をさせていただいております。
　事故後の対応でございますが、その後、救出後、エレベーターについては異常がないかということを何回も確認させていただきまして、全く異常が認められないということで、翌日より稼働を開始させていただきました。

　なお、利用者には注意喚起ということで、掲示物により、十分気をつけるようにということと、あとは小学生、中学生の利用については、必要な子以外は利用しないということで、今、徹底しているところでございます。

　なお、緊急停止などの異常が発生した場合に、直接、業者の方に連絡がいく遠隔監視システムをここで導入するということにしまして、本日、あちらの方で対応しているところでございます。
　お話の方は以上でございます。

　事故の原因で、実はエレベーター内に蚊がいたということで、それで１人が飛びはねたら、喜んで複数が一斉にどんどんと飛びはねたということが原因ということです。

　大体、１分間に４５メートル動くエレベーターになっているんです。それがそれよりも急激に動いた場合には、ガバナースイッチというスイッチが作動して、普通、例えば地震のときは最寄りの階にちゃんと運んでから開くようなシステムになっているんですけれども、エレベーターの方が、これは何かあったということでそこで止められたという形になったというものでございます。
　ご説明は以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　一応、安全装置が働いたということで止まってしまったのですね。中で暴れたりしないようにというのが、例えばここはこういうふうに喚起するということで、ほかの同じような施設とか。
生涯学習課長　　成増の社会教育会館は、それ以前から小中学生はエレベーターの使用を、原則、禁止しております。成増は事務室に入る人が見えるんですけれども、大原はエレベーターが外から直接入ることになっておりまして、その辺ができないというふうな環境にはございます。
　なお、利用していた子供たちは、現在も元気に２階のロビーの方で遊んでおります。

委員長　　これは停電ではないから、かごの中の電気はついていたんですよね。

生涯学習課長　　はい、電気はちゃんとついておりました。

委員長　　最近、区役所のエレベーターの中に水を置いたりしているではないですか、それはこれがあったからですか。それとも、災害対策上。

教育長　　あれは災害対策で。

委員長　　では、よろしいでしょうか。

○報告事項

３．教育科学館指定管理者の代表取締役変更について
（資料生―２・生涯学習課）
委員長　　では、報告３「教育科学館指定管理者の代表取締役変更について」、生涯学習課長から報告願います。
生涯学習課長　　「生―２」をご覧ください。
　これは、教育科学館の指定管理者であります株式会社学研教育出版の方から代表取締役の変更があったため報告するものでございまして、記載のとおりでございます。
　変更の月日は、９月１日でございます。

　理由につきましては、人事異動ということでご理解いただければというふうに思います。

　以上です。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　学研さんの方の人事異動ということでよろしいかと思います。

○報告事項

４．人事情報
（資料指―１・指導室）
委員長　　それでは、報告４「人事情報」について、指導室長から報告願います。
指導室長　　人事情報について、ご報告させていただきます。

　毎月、最初の教育委員会で報告しています、県費負担の教職員と非常勤職員の人事についてでございます。今回は８月３１日現在の数字でございます。

　８月３１日現在の教職員数は、括弧内の休職者数も含めまして、全体で１，８４４名でございます。７月末の時点から１名の増加でございます。

　この１名増えた者につきましては、病気休暇をお取りになった先生が１人いらっしゃいまして、その方の後補充ということになりまして、期限つきの教員を１人任用しましたので１名増えたという形になっております。

　それから、括弧内の数字の８７が７月時点より５名増えておりますけれども、この５名はいずれも育児休業に入った先生がいるということでございますので、その分が５名の増となっております。

　続きまして、裏面の非常勤職員でございますけれども、学習指導講師につきましては２名の減ということになりました。この２名の減につきましては、８月３１日現在でしたけれども、今はもう既に９月１日と９月１０日に２名の後補充がきておりますので、今日現在は１５５名全員そろっております。
　（２）以下の非常勤職員については変更はございません。

　以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　学習指導講師も足りているということで、よろしいかと思います。
○報告事項

５．特別整理期間に伴う休館日について

　　小茂根図書館９／１０（月）～９／１５（土）
　　東板橋図書館９／２４（月）～９／２９（土）
（中央図書館）
委員長　　では、報告５「特別整理期間に伴う休館日について」、中央図書館長から報告願います。
中央図書館長　　では、まず、こちらの方の資料はございませんが、既に特別整理期間につきまして告示してございますが、直近の図書館について報告するものでございます。

　まず、小茂根図書館が９月１０日月曜日から９月１５日土曜日までの６日間、東板橋図書館が９月２４日月曜日から９月２９日土曜日までの６日間ということです。

　以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　一応、定例の休館ということで結構かと思います。

○報告事項

６．告示関係
　　清水図書館の開館時間の変更について
（資料図―１・中央図書館）
委員長　　報告６「告示関係」になります。清水図書館の開館時間の変更についてです。
中央図書館長　　こちらの方につきましては、清水図書館の開館時間の臨時変更ということで、告示を新たに行うものでございます。

　既に、清水図書館につきましては、特別整理期間ということでは今年６月１１日から１６日の６日間臨時休館を行いましたが、今回、清水図書館があります清水地域センターにおきまして、法律で決められました年１回の電気設備の点検を行うことになっておりまして、その際、１０月２１日日曜日の午前中に停電をして保守点検を行うものです。そのため、この時間帯を休館するものでございます。

　まず、条例所定の図書館の開館時間は９時から２０時までとなってございますが、この日につきましては、開館時間を１２時３０分からということで、２０時までに変更ということになります。
　この臨時休館につきましては、館内掲示のほか、ホームページと広報紙でご案内しているところでございます。

　さらに補足をいたしますと、清水図書館につきましては、地域センターのほか、いこいの家が併設になってございまして、いこいの家は日曜日がお休みということであります。今回は、そちらの方の事情を優先したというような状況でございます。

　また、そのほかの清掃等、ほかの施設点検につきましては図書館休館日の第３月曜日に実施しているという事情もありますので、今回につきましては、関係者の協議の上、日曜日の午前中ということでの調整というような形になりました。こういった措置につきましては、一昨年、平成２２年９月につきましても同様に臨時休館ということで実施しております。

　ただ、昨年度の平成２３年度につきましては、節電による輪番休館というのがございましたので、その際に施設点検を行った関係で、昨年度につきましては臨時休館を実施しなかったという経緯がございます。

　以上で報告を終わります。
委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。
　施設が複合しているビルは、どうしても使い方が違うので、やむを得ないかと思います。

○報告事項

７．第１９回翻訳大賞について
（資料図―２・中央図書館）
委員長　　それでは、報告７「第１９回翻訳大賞について」、中央図書館長から報告願います。
中央図書館長　　前回、口頭で簡単にスケジュールをお話しさせていただきましたが、課題本の選定と合わせてご報告をいたします。

　まず、１、概要ですが、記載のとおり、文化のまち“いたばし”を全国に発信し、国際理解と文化芸術の振興を目的に、外国絵本の翻訳作品を全国から募集し、優れた翻訳作品を表彰するものでございます。

　２、スケジュールでございますが、平成２４年９月１日より既に告知をしてございます。

　そして、１０月３１日、参加申し込み締め切りということで、これは往復はがきにてお申し込みをしていただくような形になってございます。
　そして、１１月３０日が作品の応募締め切りとなっております。

　年が明けまして、平成２５年２月に最終審査会を実施いたしまして、２月下旬に入賞者の公表を、ホームページを初め、するところでございます。

　３の課題絵本及び選定経過ですが、英語部門は「ＯＲＡＮＩ　ＭＹ　ＦＡＴＨＥＲ’Ｓ　ＶＩＬＬＡＧＥ」という本で、粗筋につきましては、こちらの方に記載のとおりでございます。
　選定経過につきましては、内容とともに、審査員による選定１位ということと、著作権や在庫の条件とも合致しているということによるものです。

　イタリア語部門は「Ｐａｒｏｌａ　ｄｉ　Ｎａｐｏｌｅｏｎｅ！」という本でございます。粗筋についても、こちらの方の記載のとおりです。

　選定経過は、ストーリー性のほか、ある程度の表現力が問われている点などで、審査結果、１位で、著作権や在庫状況を満たす３冊の中から、再選考の結果、こちらの１冊が選定されたものでございます。

　ページをおめくりいただきまして、４の審査員ですが、第１８回に引き続きまして、英語部門は金原瑞人先生、冨田麗子先生、イタリア語学は関口英子先生です。
　５の定員ですが、こちらの課題本の送付の関係がございますので、その関係から設定させていただいております。英語部門が１，０００名、イタリア語部門が２８０名となってございます。

　６、参加費用ですが、こちらの方は、英語部門が２，８００円、イタリア語部門が３，１００円で、主に課題絵本代とそれに伴う郵送料にかかる経費でございます。

　７、告知方法につきましては、こちらの方に記載のとおりでございます。

　８の表彰式が、平成２５年８月、来年の「ブックフェアｉｎいたばし」の開会式において予定してございます。

　なお、中学生部門は英語のみですが、こちらにつきましては、例年どおり１２月ごろに学校を通じて募集を行う予定でございます。

　以上です。
委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　この件ではないのですけれども、これは、今年で１９回ということは来年２０回になるということですよね。来年というか、再来年というか。

中央図書館長　　募集がということですね。

谷田委員　　そうですよね。何かそこら辺で考えていることがあるのかなと、ちょっと思ったりして。
　あとは、国際絵本翻訳といったときに、今の日本というか、世界の関係を考えると、私などはアジアが入ってもいいのかなと勝手に思ってしまうので、別にそれがどうこうという話ではないですけれども、２０回というときのために、何かひと工夫あってもいいのではないかなというふうに、私はちょっと思いました。

　以上です。

中央図書館長　　ご意見として。
委員長　　参加費用は中学生も同じですか。

中央図書館長　　中学生は費用がないです。課題絵本は中学校の方に配付してございますので。

委員長　　今、谷田委員の方から第２０回にというお話があったので、２０回には、ぜひ、最優秀の人はボローニャにご招待とか。

今井委員　　ボローニャレストランにご招待。

委員長　　というのもあってもいいかなという気もしますけれども、区の財政を考えると、色々とあるとは思います。

　ちなみに、若干、私的な話になりますけれども、私の知人に翻訳大賞をもらった人がいるんですけれども、その人はわざわざボローニャまで本を探しに行っていました。

　ほかに何かございますか。
（なし）

委員長　　では、ということで、募集されるということで、よろしくお願いいたします。
　次に、教育委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんかということで、学務課長の方から。

学務課長　　お手元に「学校基本調査速報による１年以上居所不明児童生徒数について」という資料を配付させていただいております。こちらの方は、９月１１日の庁議の方で報告させていただいたものと同じ資料でございます。
　タイトルにもございますように「学校基本調査」。こちらにありますように毎年実施している調査でございますが、その中で、１年以上居所不明の児童生徒数というものがございます。この８月２７日に平成２４年度の速報値が発表されたものでございます。こちらの３番のところにございますように、各年度、５月１日付で報告をしたものでございます。

　５番の方に「１年以上居所不明者数」ということで表にしてありますが、簡単に申し上げますと、平成２３年度は板橋区では４名、平成２４年度は板橋区で１１名というふうな結果になってございます。
　１１名のこの居所不明につきましては、学校現場の方で就学時健診であったり入学説明会に来なかった方、それっきり全く音信不通の方とかを学校現場の方で現地を調査等々して色々状況を確認しているところでございますが、住民票もそのままで分からないというので１年以上経過した場合に、この数字として上がってくるものでございます。

　現在、この１１名につきましては、現地で調査等々によりまして、１１名中２名がいわゆるＤＶの関係でいなくなっているということ。また、１名は単に住民票上の転出届の遅滞という状況。それから、４名が外国に出国したであろうという方。残る４名が、詳細は不明でございますが、親御さんが外国人、片方もしくは両方が外国人ということで、出国している可能性があるというような状況になってございます。

　今年度から、こうした居所不明の状況につきましては、子ども家庭支援センターの方に教育委員会から情報提供させていただきまして、向こうの方で引き続き調査、場合によっては児相ですとか、そういった関係機関とも連携しながら調査していくという方法をとっております。

　報告は以上です。

委員長　　これに対しまして、質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　一応、１１名ということなのですけれども、一応、内容が分かっているということで、全く分からないというよりは。
学務課長　　全くということではないのですが。

本山委員　　これは、東京都の調査で７倍に増えたという調査があって、それで、私が質問したんですけれども、昨年４名ということで、すごく板橋区は少なかったんですね。

学務課長　　そうですね。昨年、本山委員にご質問いただいたケースだったのですが、それは、学校基本調査の方の計上の仕方に各区で少し理解が分かれているところがありまして、平成２３年度の段階で、そもそも居所不明の集計の仕方はこうですよというのを東京都が徹底したところ、それまで平成２２年度０件で計上していた区、例えば練馬区は平成２２年度の０件が平成２３年度は４４人、足立区が平成２２年度は０人のところが３１人、葛飾区がやはり平成２２年度は０人のところが４３人ということで、集計方法を間違えていたということで、この辺の区がドスンと数を出してきましたので、一斉に数字が増えたかのような形になっていますが、実態としては今このように整理しておりますので、この辺が正確な数字なのかなというところかと思います。

本山委員　　少なかったのと、なおかつ分からないという児童が１人はいるんですか、この１１名中。先ほど４名、４名、１名、１名ということで１０人。

学務課長　　ＤＶの子供は２名です。

本山委員　　２名。

学務課長　　失礼しました。２、１、２、４で１１です。

本山委員　　では、全員、調べがついているということで安心いたしました。ありがとうございます。

委員長　　でも、余り安心できないですね。
学務課長　　そうです。そこは、親が外国籍の方で日本にはいらっしゃらないので、その可能性が高いというだけですので。
委員長　　分かりました。でも、その辺のところはよろしくフォローしていただきたいと思います。ほかにございますか。
指導室長　　資料をお配りしてございます。ちょっと細かい表で恐縮ですけれども、昨日、東京都教育委員会がいじめの緊急調査ということで報道発表しまして、今朝の新聞等には出ていたかと思いますけれども、それのデータでございます。

　右肩にある「指導部」というのは、これは私どもではなくて、東京都教育委員会のいじめを扱っているセクションのことを言ってございます。
　板橋は１９番目でございまして、この数字は既にもうご報告させていただいておりますけれども、小学校で認知した件数が１８１件、疑いのある件数が、２つ隣のセルですけれども、１６８件。それから、中学校につきましては、真ん中辺になりますけれども、認知した件数は２６件、疑いのあるものが１６５件ということであります。

　この調査につきましては、本区でもこの調査が始まる前に、いじめとは言い切れないものまで拾ってくださいということを各学校には指示しておりまして、結果的にこういう数字だったということであります。

　現在、このいじめがあったと思われるものについて、解決したのかどうか、まだ継続指導中なのかどうかということについての追跡調査を集計中というところであります。
　それから、いじめの疑いがあるものについては、いじめだったのかどうか、いじめではなかったのかどうか。いじめだったとしたら解決したのか、まだ継続的に指導しているのかということについて、これも追跡調査を今かけておるところであります。
　ご覧になって色々な思いがある方がいると思いますが、区市町村によってかなり数字がばらけておるという状況があります。残念ながら、板橋の小学校は若干認知件数が多いというような状況になっておりますけれども、子供のサインであるとかをしっかり教員が受けとめてくれた結果で、もうやむを得ないと思います。

　今回、いじめと認知したら、とにかく、それをどうやって解決していくかという、その解決の方を学校には指導しております。

　いじめの種は必ずあるので、その種が芽を吹き出したときに、早期に解決するように、そちらを重点にするようにという指導をしております。

　報告は以上です。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。
今井委員　　数字が色々変に解釈されないようにという願いを込めてなんですが、小学校の方でいうと、１番、認知された件数というのを縦に見ていると、多分、びっくりされてしまうと思うのですが、その次の次の２番の疑われる件数というものと合わせて考える必要がありそうです。

　要するに、疑われたか認知されたか、その合計で認知の件数を分子に持ってきて割合を計算すると、板橋の先生方は優秀なんですよね。５０％ぐらいはちゃんと認知というふうに認めているということで。

　ほかは、２０％とか、そもそもその合計が少ないとか。似たような住宅構成だとかで人口規模がある程度分かるようなところを見て、異様に少ないとかありますね。そういう意味では、板橋の小学校はすごく頑張っているというふうにこれは評価されるべき数字かなと。

　そこで初めて、解決するスキルだとか、抑止していくスキルというのが身についてくるということで、これは望ましい数字だなと見ていました。
　ところが、中学校の方は、認知プラス疑い部分、認知というのががくっと低くなっていて、疑いの部分がすごく大きいですね。中学校の場合、例えば、近隣で学力とか住宅とかが似ているというところを見ると、こちらの方が認知率が高いんです。これは、すごく見やすいいじめ、誰が見てもすぐ分かるいじめというのが高ければ当然高くなる。

　板橋の場合、何年にもわたって生徒会が中心にいじめ撲滅運動みたいなことを継続してきている成果なのかもしれない。あるいは、今回、いじめの定義が「受けた側が嫌だとか迷惑している」ということで、それを先生方がすごくまじめに、「いじめられているでしょう」「いいえ、そんなことありません」みたいなことで認知が低いのか、幾つか考えられるので、その辺はちょっと生活指導の先生方が集まるような場で投げかけていただけると、すごく板橋的ないい部分というのが分かってきたりする可能性はあるかなと思います。
指導室長　　この数字はいろいろな教員の研修のところにも実は出していて、この間も副校長の研修があったんですけれども、こういう数字から見て、学校としてこれからどうしていったらいいのかというようなことを副校長に研修させる時間をとりましたので、こういう結果を踏まえながら、学校でも再度いじめの芽をどうやって摘み取っていくかということについて教員のスキルも高めていければいいかなというふうには思っています。
本山委員　　私も、小学校の教員が状況把握を含め対応中の件数が多くて、中学校も教員が対応中の件数がすごく多いんですよね。これは、評価されるべき数字だと思います。教員とか大人がかかわるんだということが分かったことで、いじめられている子供が救われる道を見出すことができると思います。
　それと、あとは、幼稚園のときから、いじめとかというのを軽いいじめの中で自分たちで解決する能力を培うというのがすごく大切なことだと思うのです。

　どこかに書いてあったんですけれども、小学校とか中学校でだんだんエスカレートしていかないために、それから巻き込まれないために、自分で解決する能力を幼稚園とか保育園のときから身につけさせないといけないのではないかと思います。小・中学校だけではなくて、幼稚園、保育園にアプローチする方法はないものでしょうか。
　その部署、部署で取り組んではくださっていると思うのですけれども、ぜひ、小さいうちから。それで、いじめはあってはいけないんだよというのを小さいうちから学んでほしいなと思います。
指導室長　　子供同士のふざけ合いとかけんかとかと、これはいじめだというものの線引きのところが難しいというのが実際あると思うのですが、それは周りの大人が、教員だけではなくて保護者の方とか地域の方が見て、それはもういじめだからやってはいけないという善悪をはっきりさせて、子供のころから、小さいうちから子供には教えていくというのはまず大事だと思います。
　そういう教えがあってこそ、子供たちが、では、自分はどうかと判断力も次第に身についていくという感じにしていく必要があるのかなと思うのです。
だから、だめはだめということを言う大人が周りにいるかどうかという。

委員長　　なかなか難しいのは、例えば、今年の夏休みにラジオ体操をやっていますけれども、体操前に小学生は結構皆でじゃれ合って、たたき合ったりもしているんですけれども、では、それはいじめかというと、多分そうでもないんですけれども。では、どこまでいったらいじめになってしまうのかというのは、なかなか分からない。
　本当の暴行とか恐喝とかそういった部分になると明らかに犯罪行為で、いじめの大きいのだとは思うのですけれども、小さい部分はなかなかどの程度か分からなくて、多分、今回の学校のアンケートでも、学校によってどこまでいじめと判断したかどうかという部分が違うので、必ずしもこの数字だけに余り左右されない方がいいかなという気はします。とにかく、そういった大きくなるようないじめは早くつぶしていかなければいけないという気はいたしております。
本山委員　　あとは、学校現場の先生方は重々ご承知だとは思うのですけれども、ちょっと陰湿ないじめの場合、根は家庭環境にあったりするんですよね。自分が家庭で疎んじられているはけ口を学校に来てほかの子に向けるみたいなのがありますので、そういう家庭環境も含めて支援していっていただければと思います。

委員長　　ということで、よろしくお願いいたします。
　ほかにございますでしょうか。

指導室長　　では、別件で１件ございます。個人情報の紛失ということでの報告でございます。
　これについては、志村第一中学校の卒業アルバムがを２冊、配送業者が途中で紛失したということが昨日分かりました。
　経緯を言いますと、志村第一中学校は、卒業式のときの写真もアルバムに刷り込んでということで、卒業式の日には渡さずに後で渡すというスタイルをとっていまして、その結果、配送業者であるヤマト運輸に、学校が委託した写真屋が委託した形になってはおるんですけれども、配送の途中でなくなったということです。

　これについては、配送業者のドライバーさんがその当該の家庭に一軒一軒届けるのですけれども、留守がちなお宅が多かったために配送センターに持ち帰りをしていて、配送のドライバーさんがチェンジする日があるんだそうです、そこでの引き継ぎの段階でなくなったということが分かったということであります。

　学校としては、そのなくなった分のアルバムはアルバム作成業者の方に言いまして届けさせましたので、全ての子供にアルバムは届いています。

　ただ、卒業アルバムですので、生徒の顔写真と名前ですね、昨年度の卒業生は１８９人いるので、それらのものが全部載っている個人情報のアルバムが２冊、現在見つかっていないという状況であります。

　これについては、今、関係課の方で協議をしておりますけれども、個人情報ということで個人が特定されるということなので、本日午後に、報道の方に出そうという方向で今検討しているところでございます。

　それと、学校の卒業生の保護者には、学校から手紙を出すということで、今日、発送予定です。それから、在校生の方にも、本日、学校から生徒を通じて手紙を持たせるということでございます。

　以上でございます。
委員長　　明らかに、それはヤマト運輸の問題ですよね。

指導室長　　さようです。
今井委員　　普通の宅配便なんですか。ポストに投函したり。
委員長　　メール便か、宅配便。

指導室長　　直接渡すようにしていますので、メール便にはしていないと思います。
委員長　　だから、持ち帰っているんですよね。

指導室長　　そうです。
谷田委員　　ちなみに、アルバムとかは、別に通し番号とかはないんですよね。

指導室長　　通し番号はありません。

委員長　　ヤマト運輸の倉庫というか、出張所というか、配送センターの中でなくなっているということですよね。

指導室長　　はい。

委員長　　ヤマト運輸さんで、ほかのものがそこで一緒に盗難に遭ったりとか、そういう事態ではなくて、アルバムだけなくなっているんですか。

指導室長　　ほかのものについては聞いておりませんけれども、アルバムが届いていないということは事実です。

委員長　　写真を欲しいと持っていってしまっても、そんなにメリットはないと思うのですけれども。

指導室長　　生徒の一人一人の顔写真とその下に名前が通常ありますので、ちょっと悪用されることを懸念しています。
委員長　　当然、これは警察に届け出て、そちらの方で盗難届で処理しているんでしょうか。

指導室長　　今現在は、警察の方には入っていただいていません。学校で盗難されたということではないということもありますので。

次　　　長　　先方の文書によりますと、配送センターの中で、誤って他のシュレッダーなど廃棄するものと合わせて廃棄をしてしまった可能性が考えられるということで先方は言っております。
　配達の票ですとか、そういう個人情報が大量に出るようなのです。そういうものはシュレッダーではなくて一括して委託業者で処理をしているようなので、そこの中に入ってしまったのではないかというふうにヤマトは申しております。
委員長　　でも、伝票と比べたら大きいですよね、ある程度。
次　　　長　　そういうものを色々出すんだと思うのです。それに一緒に行ってしまったのではないかというふうに会社の方は言っております。ただ、それは詳細には分かりません。
委員長　　それは、学校側としては、今後ヤマトに対しては何か処置をされるんでしょうか。
指導室長　　今現在は、引き続き探すようにということで強く要請しているというところです。

委員長　　とりあえず、引き続きよろしくお願いいたしますと言うほかないです。
　ほかにありますでしょうか。
（なし）

委員長　　なければ、時間が今日は早いので、私の方から１件だけ報告しておきます。
　先日、８月２９日、新河岸小学校の授業を見学してまいりました。

　抜き打ちで行ったものですから、校長先生以下を大変慌てさせまして、申しわけないことをしたという部分もあるんですれども、算数の授業を拝見させていただきました。

　割り算の筆算を考えようということで、生徒数と同じぐらいの先生が教室の中をうろうろ動き回っていたにもかかわらず、児童は熱心に授業を聞いておりました。

　割り算の仕方を色々画用紙に書いて、４種類ぐらい上がったんですけれども、それを発表するというような形でやっていたんですけれども、教室の一番後ろから見ていると画用紙に書いてあるのが全然見えなくて、ああいったときは、やっぱりＯＨＰとかそういう機械があると非常に分かりやすいのかなという気がいたしました。
　あとは、指導の片桐先生という元横浜国立大学の先生だそうですけれども、お話があって、問題が「８７個を２１人で分けるとどうなるか」というような問題なんですけれども、「分けると」と入っているから、それは割り算だとすぐ分かってしまう。
　だから、例えば２１人にあげるとしたら幾つになるかとか、そういうふうな問題もやった方がいいのではないかということで、その辺が読解力の問題につながっていくのではないかなというふうに感じております。
　先生方も後の協議会の方でも非常に色んな意見を出されておりまして、熱心に研究授業に取り組んでいるということが感じられました。
　以上でございます。

教育長　　では、今、中学校で学校公開をやっている学校があるものですから、秋の学校公開ということで、それに合わせて時間の取れる限り学校を回って、全部は見られないですけれども、一部、授業を見せていただいています。

　授業改善を進めようということでやっているんですけれども、まだまだこれから努力が必要だなというふうに感じるんですけれども、ただ、各中学校の方は、前は学内で中学校の先生たちがお互いに勉強し合おうという研究授業、授業を見せて批評し合うということをしようという風土はなかったんですけれども、それが随分変わってきているという印象は受けました。

　まだまだこれからですけれども、今年から、例えば１人必ず１回は授業公開をして協議会を開くというような校内研究をやろうとか、それから３人でチームを組んで、常にお互いに授業観察をして、協議会を開きながら指導力を向上しようとかという動きが中学校で本当に広がってきまして、もう一歩だなという印象を持ちました。
　ただ、今もＩＣＴの話がちょっと出ましたけれども、私が見た授業の中で、例えば地理の授業などで、本当にここに今電子黒板だとかちょっとしたＩＣＴ機器があって、それを常時ぱっと使える、全部それに頼らなくてもいいんですけれども、ちょっとそこで、この授業のここのところはＩＣＴが使えるんだというようなものがあったら、すごく授業が発展するなという場面に何回か遭遇しました。ちょっとそこの部分が板橋は遅れてしまっているのですけれども、何とかできないかというのを強く感じて帰ってきました。

　もう１つ、理科の授業で天体と星座の話をしていたんですけれども、そのときも、やっぱり知識として先生が黒板に書いているものでしか教えられないんですけれども、ああいうときも視覚に訴えるようなものがちょっとでもあれば随分違うだろうなという、そういう場面に何件か今回は遭遇しています。

　ただ、先生方は本当に頑張ってやっていただいていますし、保護者の方もかなり、先日の月曜日の朝１時間目に行ったんですけれども、月曜日の１時間目からもう保護者の方も見に来ているという、結構いい状況が生まれつつあるかなというふうに感じました。

　それから、別のことですが、お手元に蓮根第二小学校の「学校支援地域本部だより」をお配りしました。送ってきたものですから、ぜひ、皆さんにということで今回配っていただいたんですけれども、蓮根第二小学校は本当に学校支援地域本部が進んでいましてというか、本当にうまく順調にいっているなと思うのです。

　裏にいっぱい、学習支援ボランティア、おはなし会、寺子屋、あそぼう会、花と緑のボランティア、芝生見守り隊、つくろう会と、それこそ色んな団体で色んな活動の応援団を地域の方なり、保護者なり、ＯＢの人たちなんかがやっているんですけれども、その中で、特に学習支援ボランティアを３段階に分けて、できる範囲で少しずつレベルアップした学習支援のボランティアを入れようという動きが始まってきていて、なかなかここまでやれているところは少ないんですけれども、本当にこういうことまでできていけば、学校の中に地域の人たちがいつも来て子供たちの様子を見てくれるということが地域の中でも子供を育てるということにつながっていくと思いますし、学校も、これが本当にうまく働いていくと教員もすごく楽に、自分のやらなければいけないことに集中できるなという印象を持っております。ぜひ、参考にお読みいただきたいと思います。

　それからもう１枚、平成２４年度の連合陸上競技大会と総合体育大会の総合優秀校の結果のパンフレットを置きましたので、ご覧いただきたいと思います。

　先日も雨で総合体育大会の閉会式ができなかったんですけれども、最後のところで連合陸上の協議をちょっとだけ見させていただいて、本当に子供たちが熱心に陸上競技に取り組んでいてすばらしい大会だなというふうに思って、帰ってきました。参考にご覧いただきたいと思います。来年はぜひ優秀校に入りたいという中学校がいっぱいありました。
委員長　　そうですね。ここで陸上を頑張っていただいて、今度は駅伝の方でさらに頑張っていただけるとよろしいかと思います。
　ほかにございますでしょうか。
（なし）

委員長　　それでは、以上をもちまして、本日の教育委員会を終了いたします。

午後　１１時３５分　閉会
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